
①Skypeのメイン画面で「ツール」メニューから「設定」をクリックします。
②「オーディオ設定」をクリックします。
③Skypeで使用するマイクを「USB Microphone」に設定します。
④「保存」をクリックします。
以上でSkypeの設定は完了です。

形 式
指 向 性
周 波 数 特 性
インピーダンス

入 力 感 度

ケ ー ブ ル 長 約1.5m

2.2KΩ
70～10,000Hz
無（全）指向性
コンデンサータイプ

－60dB±3dB(0dB=1V/ubar,1KHz)
－40dB±3dB(0dB=1V/Pa,1KHz)

Mac OS 9.2～9.2.2
Mac OS X 10.0以降、
Windows 10・8.1・8・7･Vista･XP、

動 作 電 圧
サ イ ズ
重 量
コネクタ形状

対 応 O S

USB Aコネクタ オス(USB2.0/1.1両対応)
約60g
W60×D60×H14.5mm
DC5V

マイク

360°全方向の集音ができます。

パソコンの電源を入れ、OSが完全に起動してからUSBポートに接続してください。
接続するだけで自動的にドライバがインストールされ、USB Microphoneと認識されます。

パソコン
パソコンのUSBポートへ

USBポートに差し込むだけの簡単接続です。
サウンドカードやドライバは不要です。

各部の名称とはたらき

1. 仕様

2. 特長

●パソコンのノイズの影響を受けにくいUSBデジタルマイクです。
●倒れないフラット型で邪魔にならないコンパクトサイズです。
●Skypeなどのインターネット通話に対応しています。

＜内部を開けないでください＞
●内部を開けますと、故障や感電事故の原因になります。内部に触れることは絶対にしな
いでください。
　また、内部を改造した場合の性能の劣化については保証いたしません。
＜内部に異物を入れないでください＞
●内部に燃えやすいものや、金属片が入った場合、水などの液体がかかった場合は、接続して
いるコードを抜き、お買い上げいただいた販売店又は弊社にご相談ください。そのままでご
使用になりますと火災や故障および感電事故の原因になります。
＜接続コードを傷つけないでください＞
●コードを傷つけたままご使用いただくと火災・感電の原因となります。

●ケーブルやプラグに無理な力を加えないでください。破損や断線の恐れがあります。

USBマイクロホン 取扱説明書

MM-MCU06BK

この度は、USBマイクロホン「MM-MCU06BK」(以下本製品)をお買い上げいただき誠にあ
りがとうございます。この取扱説明書では、本製品の使用方法や安全にお取扱いいただくた
めの注意事項を記載しております。ご使用の前によくご覧ください。読み終わったあともこの
取扱説明書は大切に保管してください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・①USBマイクロホン 1台 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・②取扱説明書 １部

セット内容

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。
最新の情報は、弊社WEBサイト(https://www.sanwa.co.jp/)をご覧ください。

お使いになる前に、セット内容がすべて揃っているかご確認ください。
万一、足りないものがございましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

最初にご確認ください。

3. 接続方法

4.OSの設定

4.OSの設定の続き

5.例）Skypeの設定（Windows）

マイク集音方向

USBコネクタ

❶カーソルを画面の左下隅に動かして右クリックし、メニューから「コントロールパネ
ル」を選択し、「ハードウェアとサウンド」をクリックします。または「スタート」をクリック
し、表示されたアプリの一覧から「Windowsシステムツール」を選択し、「コントロール
パネル」の中の「ハードウェアとサウンド」をクリックします。

❷「サウンド」をクリックします。
❸[録音]タブの中のリストから「USB 
Microphone」を選択し、[既定値に設定(S)]
をクリックします。

選択したサウンドデバイスに　 が付きます。
※既に　 がついている場合もあります。
※この時、右下の[プロパティ]をクリックし、
　[レベル]タブを開いて、音量レベルの調整と
　「　　」ミュート（消音）になっていないのを
　確認してください。

❹「OK」をクリックし、コントロールパネルを終了します。

❶[スタート]ボタンから[コントロールパネル]をクリックします。
❷[サウンド]をクリックします。

■ Windows 7・Vistaの場合

❹「OK」をクリックし、コントロールパネルを終了します。

❸[録音]タブの中のリストから「USB 
Microphone」を選択し、[既定値に設定
(S)]をクリックします。

選択したサウンドデバイスに　 が付きます。
※既に　 がついている場合もあります。
※この時、右下の[プロパティ]をクリックし、
　[レベル]タブを開いて、音量レベルの調整と
　「　　」ミュート（消音）になっていないのを
　確認してください。

※アプリケーションを作動中にコネクタを差し替えたり、設定を変えた場合、すぐに認
識しないことがあります。一度アプリケーションを終了し再度起動してください。

※使用するアプリケーションによっては、アプリケーション側で「オーディオデバイス
の設定」をする必要があります。

■ Windows 10・8.1・8の場合

■ Mac OS Xの場合

❶アップルメニューから[システム環境設定]をクリックします。
❷[サウンド]をクリックします。

❸[入力]のリストの中から、「USB Microphone」を選択します。
※この時、音量調整と「消音」にチェックが入っていないかも確認してください。

❹左上の　  をクリックし、サウンドのプロパティを終了します。

Q)マイクの音量が小さい。
A)パソコンの種類や初期設定によってはマイクの音量が小さい場合があります。
 その場合は、マイクの音量調整と「AGC」の設定をしてください。

6.トラブルシューティング

❶カーソルを画面の左下隅に動かして右クリックし、メニューから「コントロールパ
ネル」を選択し、「ハードウェアとサウンド」をクリックします。または「スタート」をク
リックし、表示されたアプリの一覧から「Windowsシステムツール」を選択し、「コン
トロールパネル」の中の「ハードウェアとサウンド」をクリックします。
　※Windows7・Vistaの場合は、「スタート」ボタンから「コントロールパネル」を
　　クリックします。
❷「サウンド」をクリックします。

❸「録音」タブをクリックし、該当のマイクを
　ダブルクリックして「マイクのプロパティ」を
　表示します。

❹「レベル」タブをクリックします。

❺「マイク」の音量バーをスライドさせて80～90
に設定します。
　※この時「　　」ミュート（消音）になっている
場合は解除してください。
　※この音量を大きくするだけで十分な場合は、
❻からの設定は不要です。

❻上記同様に「録音」タブをクリックし、該当のマ
イクをダブルクリックして「マイクのプロパティ」
を表示します。

❼「カスタム」タブをクリックして、「AGC」に
　チェックを入れ「OK」をクリックします。
　※音量が大きすぎる場合には❺の音量バーを最 
 適なレベルに調整してください。

❽「OK」をクリックして、コントロールパネルを
　終了します。

例）Windows 10/8.1/8/7/Vistaの場合

本製品を接続すると、[再生]タブの中のリストにも「USB Microphone」が表示さ
れます。この時、「USB Microphone」が既定のデバイスになっている場合は、別の
再生デバイス（スピーカー）を選択して、[既定値に設定(S)]をクリックしてください。
「USB Microphone」が既定のデバイスになっていると音は再生されません。本製品を接続すると、[再生]タブの中のリストにも「USB Microphone」が表示さ

れます。この時、「USB Microphone」が既定のデバイスになっている場合は、別の
再生デバイス（スピーカー）を選択して、[既定値に設定(S)]をクリックしてください。
「USB Microphone」が既定のデバイスになっていると音は再生されません。

本製品を接続すると、[再生]タブの中のリストにも「USB Microphone」が表示さ
れます。この時、「USB Microphone」が既定のデバイスになっている場合は、別の
再生デバイス（スピーカー）を選択して、[既定値に設定(S)]をクリックしてください。
「USB Microphone」が既定のデバイスになっていると音は再生されません。

本製品を接続すると、[出力]のリストの中にも「USB Microphone」が表示
されます。この時、「USB Microphone」が選択されている場合は別の再生
デバイス（スピーカー）を選択してください。「USB Microphone」が選択さ
れていると音は再生されません。

安全にお使いいただくためのご注意(必ずお守りください)

! 警告 下記の事項を守らないと火災・感電により、死亡や大けがの原因となります。

! 注意 下記の事項を守らないと事故や他の機器に損害を与えたりすることがあります。

TEL.092-471-6721  FAX.092-471-8078

TEL.011-611-3450  FAX.011-716-8990
TEL.022-257-4638  FAX.022-257-4633
TEL.052-453-2031  FAX.052-453-2033
TEL.06-6395-5310  FAX.06-6395-5315

札幌営業所/〒060-0808 札幌市北区北八条西4-1-1 パストラルビルN8
仙台営業所/〒983-0851 仙台市宮城野区榴ヶ岡1 -6 -37宝栄仙台ビル
名古屋営業所/〒453-0015 名 古屋市中村区椿町 1 6 - 7カジヤマビル
大阪営業所/〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-1-45新大阪八千代ビル
福岡営業所/〒812-0012 福岡市博多区博多駅中央街8-20第2博多相互ビル

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1 - 1 0 - 1 TEL.086-223-3311  FAX.086-223-5123
〒140-8566  東 京 都 品 川 区 南 大 井 6 - 5 - 8 TEL.03-5763-0011  FAX.03-5763-0033

BH/BC/FNDaNo

ver.1.0

■サポート情報
■ソフトダウンロード

■Q&A（よくある質問）
■各種対応表

最新の情報はWEBサイトで！!  https://www.sanwa.co.jp/

各情報ページを直接ご覧いただくこともできます。

など、最新情報を随時更新しています。

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 
最新の情報は、弊社WEBサイト(https://www.sanwa.co.jp/)を
ご覧ください。

▼サポートページへ▼トップページから

ご質問、ご不明な点などが
ありましたら、ぜひ一度

弊社WEBサイトをご覧ください。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Standard v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33167
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


